
　
春
の
叙
勲
で
、
小
松
三
智
義
さ
ん
（
西
町
）
が

社
会
福
祉
功
労
で
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受
賞
さ
れ
、

五
月
六
日
岐
阜
県
庁
で
岐
阜
県
知
事
か
ら
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　
小
松
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
年
十
二
月
か
ら
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
就
任
さ
れ
、
ま
た
、
昭
和
五

十
八
年
か
ら
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
の

総
務
を
務
め
る
な
ど
、
長
き
に
わ
た
り
地
域
福
祉
、

高
齢
者
福
祉
等
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

　
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
、
間
宮
金
一
さ
ん
（
弥

生
町
）
が
海
上
保
安
功
労
で
「
瑞
宝
双
光
章
」
を

受
賞
さ
れ
、
六
月
上
旬
、
名
古
屋
第
四
管
区
海
上

保
安
本
部
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　
間
宮
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
六
月
名
古
屋
海

上
保
安
本
部
に
入
管
さ
れ
、
敦
賀
海
上
保
安
部
三

国
海
上
保
安
署
長
を
初
め
、
昭
和
六
十
年
四
月
か

ら
は
四
日
市
海
上
保
安
部
次
長
と
し
て
、
退
職
さ

れ
る
ま
で
の
三
十
八
年
余
に
わ
た
り
、
海
上
保
安

官
と
し
て
危
険
か
つ
厳
し
い
勤
務
環
境
の
な
か
、

職
務
に
献
身
的
に
勤
め
る
な
ど
、
国
家
公
共
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
、
淺
野
武
男
さ
ん
（
春

日
町
）
が
警
察
功
労
で
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受
賞

さ
れ
、
五
月
十
三
日
岐
阜
県
庁
で
岐
阜
県
警
察
本

部
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
淺
野
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
五
月
に
愛
知
県

巡
査
に
採
用
さ
れ
、
昭
和
二
十
七
年
七
月
に
は
岐

阜
県
巡
査
と
な
り
、
各
警
察
署
勤
務
を
経
て
昭
和

六
十
二
年
か
ら
は
警
部
補
と
し
て
、
退
職
さ
れ
る

ま
で
の
四
十
年
余
に
わ
た
り
、
適
切
な
市
民
警
察

活
動
を
は
じ
め
、
重
要
事
件
の
捜
査
や
効
果
的
な

業
務
運
営
の
推
進
に
努
め
ら
れ
、
治
安
維
持
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で
、
中
島
光
雄
さ
ん
（
松

栄
町
）
が
警
察
功
労
で
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受
賞

さ
れ
、
五
月
十
三
日
岐
阜
県
庁
で
岐
阜
県
警
察
本

部
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
島
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
岐
阜
県
巡

査
に
採
用
さ
れ
、
羽
島
警
察
署
及
び
各
務
原
警
察

署
勤
務
を
経
て
昭
和
六
十
二
年
か
ら
は
警
部
と
し

て
、
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
三
十
九
年
余
に
わ
た
り
、

適
切
な
市
民
警
察
活
動
を
は
じ
め
、
重
要
事
件
の

捜
査
や
効
果
的
な
業
務
運
営
の
推
進
に
努
め
ら
れ
、

治
安
維
持
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　笠松町春季戦没者追悼式が４月27日、笠松・松枝・下羽栗の

各地域の会場でしめやかに営まれました。

　遺族の皆さんが多数参列されるなか、広江町長の式辞に続いて、

県知事代理の服部岐阜地域福祉事務所長、加藤県議会議員、船

橋町議会議長の追悼のことばがあり、参列者や遺族の皆さんが

献花をして、戦没者のめい福を祈りました。

戦没者のめい福を祈る
　　　町春季戦没者追悼式

▲献花する遺族の皆さん（下羽栗会場）
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